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室温付近の未利用熱を電気エネルギーに変換する熱電変換技術は、未来社会にとって重要な技

術である。柴田[1]らは酸化還元電位 (V)の温度係数（α=∂V/∂T）の異なる 2種類のプルシャンブル

ー類似体薄膜を正極、負極に用いた熱発電セルを作製し、熱サイクルから電気エネルギーの取り

だしを実証した。報告された熱効率はカルノー効率の 11％に達する。熱発電セルを活用した熱電

変換において、αは熱効率を決定する最も重要な物質パラメータの一つである。熱力学的[2]には、

αは酸化還元反応に対するギブスの自由エネルギー差の温度微分（＝エントロピーの差）を素電

荷で割ったものに等しい。 

Fig.1は、NaxCo[Fe(CN6)]0.71(NCF71)薄膜と 

NaxCo[Fe(CN6)]0.90(NCF90)薄膜の低電位プラトーの 

酸化還元電位の温度依存性を示す[3]。それぞれの化合 

物のαは、0.56 mV/K,  1.18 mV/Kである。なぜ、 

同型の化合物でαが大きく異なるのかを明らかにす 

るために、αの Fe濃度(y)依存性を詳細に調べる。 

講演では、αの y依存性に基づき、αの支配要因に 

ついて議論する。 

     Fig1. Temparature coeficient(α) of redox  

potential of NaxCo[Fe(CN6)]y  
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